
見込み
平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

令和3年度
(2021年度)

令和4年度
(2022年度)

令和5年度
(2023年度)

令和7年度
(2025年度)

第１号被保険者
活動ポイント数

8,164ﾎﾟｲﾝﾄ 7,408ﾎﾟｲﾝﾄ 1,209ﾎﾟｲﾝﾄ 1,500ﾎﾟｲﾝﾄ 8,200ﾎﾟｲﾝﾄ 8,300ﾎﾟｲﾝﾄ 8,400ﾎﾟｲﾝﾄ 8,600ﾎﾟｲﾝﾄ

第２号被保険者
活動ポイント数

1,010ﾎﾟｲﾝﾄ 1,782ﾎﾟｲﾝﾄ 31ﾎﾟｲﾝﾄ 100ﾎﾟｲﾝﾄ 2,250ﾎﾟｲﾝﾄ 2,300ﾎﾟｲﾝﾄ 2,350ﾎﾟｲﾝﾄ 2,450ﾎﾟｲﾝﾄ

第１号被保険者
登録者数

220人 207人 177人 151人 215人 220人 225人 235人

第２号被保険者
登録者数

41人 27人 20人 20人 35人 40人 45人 55人

老人クラブ大会
参加者数

304人 320人 30人 200人 330人 340人 350人 370人

グラウンドゴルフ大会
参加者数

174人 204人 174人 193人 205人 215人 225人 245人

スポーツ大会
参加者数

413人 486人 中止 中止 490人 500人 510人 530人

総合相談延べ件数 2,304件 2,181件 2,112件 2,000件 2,300件 2,300件 2,300件 2,300件

多職種連携研修会
の開催回数

3回 3回 1回 2回 3回 3回 3回 3回

多職種連携研修会
参加延べ人数

547人 483人 119人 213人

在宅医療・介護連携推進協議会
の開催回数

１回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回

生活支援コーディネーター数 5人 6人 8人 9人 12人 12人 12人 12人

（内第二層） 4人 5人 7人 8人 11人 11人 11人 11人

協議体設置数 5か所 6か所 8か所 9か所 12か所 12か所 12か所 12か所

（内第二層） 4か所 5か所 7か所 8か所 11か所 11か所 11か所 11か所

成年後見市長申立件数 3件 2件 2件 2件 5件 5件 5件 5件

介護予防のための地域ケア会議
個別会議　開催回数

21回 19回 19回 19回 21回 21回 21回 21回

介護予防のための地域ケア会議
個別会議　取扱事例件数

125事例 75事例 100事例 94事例 126事例 126事例 126事例 126事例

安心相談ナースホン事業
利用者数

329人 326人 338人 330人 370人 387人 405人 441人

参加者数 57人 47人 中止 18人 65人 65人 65人 65人

２　高齢者の活動拠点の確保・生きがいづくり推進事業

（１）　権利擁護事業

第３章　高齢者福祉計画の基本方針及び事業

○両事業とも新型コロナウイルス感染症の影響により、計画値を下回っています。
○介護支援ボランティアについて、令和３年度に活動の場の拡充を行いました。今後も事業委託先の
社会福祉協議会と連携して登録者及び対象施設の増加に努めてまいります。

実　　　績

２　在宅医療・介護連携推進事業

計　　画　　値

進捗状況　等

（１）　在宅医療・介護連携推進事業

第３節　生涯現役社会づくりの推進　　いきいきプラン２１　Ｐ４３～
１　高齢者の地域、ボランティア活動への参加促進事業

１　地域包括支援センター体制の強化
（１）　総合相談・支援事業（地域包括支援センターの充実）

（１）　生活支援サービスの体制整備事業

（11）　安心相談ナースホン設置事業

５　地域ケア会議推進事業
（１）　地域ケア会議推進事業

４　権利擁護推進事業

（１）　介護支援ボランティア活動事業

（４）　生きがいと健康づくり推進事業

３　生活支援サービスの体制整備事業

６　高齢者の居住、生活環境の整備事業

（14）　家族介護支援事業

第４節　高齢になっても住みよい地域づくり　　いきいきプラン２１　Ｐ４９～



進捗状況　等

○地域包括支援センター運営事業については、高齢者が地域で安心して生活を継続できるよう、高齢
者に対する様々な相談を受け、適切なサービスにつなぐなど支援を行いました。相談件数は概ね計画
値通りの見込みとなっています。今後も、地域の関係機関と連携し、効果的な相談支援機能を担うとと
もに、地域包括支援センターの周知に取り組み、相談体制の強化に努めます。
○在宅医療・介護連携推進事業については、令和３年度の多職種研修会はＷＥＢで２回開催し、医療
や介護の関係機関から多くの参加がありました。令和３年度の研修会では、地域の課題を踏まえた、
本市の目指すべき姿について検討し、協議会で承認を得ました。今後は、目指すべき姿の実現に向け
た取組を行っていきます。
○生活支援サービスの体制整備事業については、令和３年度に第二層協議体が１か所増えて８カ所
となりました。第三層での有償ボランティアもいくつかの地区で実施されています。第二層協議体未設
置地区についても、引き続き設置に向けた取組を行っていきます。
○権利擁護事業については、成年後見制度の申立て支援や報酬費用の助成を行いました。来年度
は、成年後見利用促進事業とも連携し、制度の利用が必要な方が安心して制度を利用できるよう取り
組んでいきます。
○地域ケア会議については、ＷＥＢ開催としています。介護予防・自立支援に資するケアマネジメント
につながるよう、多職種で課題や解決策について検討しました。開催回数について概ね計画通り実施
しましたが、取り扱い事例件数については、１事例当たりの時間の関係でやや計画を下回っています。
○安心相談ナースホンの利用者数は横ばいですが、計画値を下回っています。高齢者保健福祉実態
調査などの機会を捉え、利用者増加に向けて周知を図ってまいります。
○家族介護支援事業は、新型コロナウイルス感染症の影響により計画値を下回っています。コロナ禍
で大人数での開催は難しいですが、開催方法を工夫し実施してまいります。



見込み
平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

令和3年度
(2021年度)

令和4年度
(2022年度)

令和5年度
(2023年度)

令和7年度
(2025年度)

住民運営通いの場の設置箇所数 71 か所 83か所 88か所 90か所 93か所 100か所 107か所 121か所

介護予防応援隊登録者
延べ人数

81人 112人 126人 142人 152人 170人 190人 230人

あたまの健康チェック受検者数 271人 163人 83人 192人 250人 250人 250人 250人

あたまの若返り教室開催回数 3回 2回 2回 3回 3回 3回 3回 3回

予防給付型
（訪問介護相当サービス）

1,462件 1,470件 1,471件 1,376件 1,668件 1,711件 1,754件 1,840件

生活維持型Ⅰ及び生活維持型Ⅱ
（訪問型サービスA）

67件 0件 0件 0件 24件 24件 24件 24件

地域ふれあい型
（訪問型サービスB）

0件 0件 0件 0件 24件 24件 24件 24件

予防給付型
（通所介護相当サービス）

2,612件 3,074件 3,458件 3,849件 3,918件 4,268件 4,618件 4,844件

生活維持型及び短時間型
（通所型サービスA）

1,685件 1,627件 1,436件 1,278件 1,600件 1,650件 1,700件 1,784件

地域ふれあい型
（通所型サービスB）

0件 0件 0件 0件 24件 24件 24件 24件

介護予防ケアマネジメントの
延べ件数

3,710件 3,726件 3,796件 3,800件 3,816件 3,840件 3,900件 4,200件

認知症サポーター養成講座
受講者数

946人 1,233人 328人 1,079人 1,000人 1,000人 1,000人 1,000人

介護保険料現年度分収納率 99.30% 99.51% 99.63% 99.0％維持 99.0％維持 99.0％維持 99.0％維持 99.0％維持

ケアプラン及び介護サービス提供
の適正化件数

227件 301件 348件 301件 430件 430件 430件 430件

進捗状況　等
○現年度の収納率は徐々に向上しています。今後も適切な収納管理に努めていきたいと思います。
○自立支援・重度化防止を目的とした適切な介護サービスが提供されるように、今後も継続して実施し
資質の向上に努めます。

第８節　介護保険の円滑な運営　　いきいきプラン２１　Ｐ９６～

（２）　通所型サービス（第一号通所事業）

（１）　訪問型サービス（第一号訪問事業）

１　認知症施策推進事業

１　高齢者の介護予防事業
第５節　介護予防の推進　　いきいきプラン２１　Ｐ６９～

実　　　績 計　　画　　値

進捗状況　等

○地域介護予防活動支援事業については、住民運営通いの場の設置数は、新型コロナウイルス感染
症による活動休止や自粛があり、令和３年度の設置箇所数は計画値を下回る見込みです。現在も数
カ所が休止のままとなっています。引き続き、通いの場の設置箇所を増やすとともに、地域における介
護予防の意識の醸成に努めていきます。
○介護予防応援隊養成事業については、登録者数は計画値を下回る見込みです。登録した介護予防
応援隊は、住民運営通いの場などで活動しました。来年度も地域で活動する応援隊の養成に努めた
いと思います。
○認知症予防事業については、あたまの健康チェックは、新型コロナウイルス感染症のため、対面実
施が中止となった会場については、郵送により実施することができました。計画値を下回ったものの、
前年度よりも受検者は増加しました。
○訪問型サービスは、計画値を下回っており、通所型サービスのうち予防給付型はほぼ計画どおり
で、その他は計画値を下回っています。地域ふれあい型については、サービス提供者の把握及び育成
に努めてまいります。
○総合事業を利用する方の介護予防ケアマネジメントについては、毎年少しずつ増加しています。概
ね計画値通りの見込みで、今後も少しずつ増加する見込みです。今後も介護予防に資するケアマネジ
メントの実施に努めていきます。

進捗状況　等

○認知症に関する普及啓発事業について、認知症サポータ養成講座受講者数は、ほぼ計画値どおり
の見込みです。令和３年度は小学校や中学校、高校、大学で多く開催し、受講者全体の７割以上を占
める見込みです。今後も、認知症に関する普及啓発を積極的に行っていくとともに、認知症サポーター
の活用についても検討していきたいと思います。

（６）　認知症予防事業

（４）　介護予防応援隊養成事業

（３）　地域介護予防活動支援事業

２　介護予防・日常生活支援総合事業の推進

（３）　認知症に関する普及啓発事業

（３）　介護予防ケアマネジメント（第一号介護予防支援事業）

第６節　認知症施策の推進　　いきいきプラン２１　Ｐ８３～


